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        下りに見た、鎌崩は崩壊の極地で難所らしく見えた。

帰りの林道で軽トラックのおじさん達に、乗せてもらい貴重なルート

情報を教えてもらった。次は、鎌崩から不動岳 2171mをねらいたい。
おじさんのくれた、あんぱんが、人情を感じ思い出の甘い味として、

今も心に残っている。 

感想：北遠州の山は奥が深い林道 2 時間歩きはつらかった。黒バラの
コルのテン場は、想像のとおり静かな天上の楽園だった、但し動物に

とってはだが。水場まで、ブッシュをつかんで 5分下降し、帰り 10分
は、疲れた体にこたえた。夜に鹿の鳴き声を聞いて酒を一人で飲んだ

けど、意外とさみしくなかった、寄り添ったもみじに感謝。

       バイクで AM3：00自宅発、新城市から東栄町へ走り、県境を越え静岡県浜松市(旧水窪町)
の水窪ダムから戸中川林道に入る。落石をよけダート 10km 走りゲートに 6:30 着く。バイクを止め 2 時
間林道を歩く。今回は単独行のため、テント、シュラフ、コッフェル、水 2リットル等フル装備が肩に重
い、8:12にやっと登山口着。等高尾根は名前のとおり、等しく高くきつい、標高差 900mにあそびがなく、
けもの道に入り込まない様に少ないテープを探しつつ、バテバテの急登、主稜線に 11:56着。笹原の穏や
かな平原。サブザックで丸盆岳へ向かう、雨とガスで頂上展望ゼロ 12:50。ザックを置いたところまで戻
り黒法師岳へ登る、直下はガレているが、フチをとおれば問題なし。14:50 黒法師岳着、広い林の中の頂
上で、有名な×の三角点も見た。黒バラのコルまでは、ほとんどけもの道状態、ガスの中でルート確認の

ため、コンパスと地図をこんなに真剣に見たのは、久しぶり。テントは、池のそばの大きな紅葉の木に寄

り添うように張り、1Km四方に「人類われ一人」の夜をすごした。次の日は、来た道を帰った。林道で、
水窪森林組合の人（遭難救助隊もかねる）に大変親切にしてもらい、今年のベスト 1に入る山行だった。

 CL:中山 

09/23 曇りのち雨 
2:30起床 
03:00 自宅発 
06:30林道ゲート着 
08:12 林道登山口着 
11:56分岐(主稜線)着 
12:50～13:00 丸盆岳 
14:00 等高尾根分岐 
14:50～15:00黒法師岳 
15:50黒バラのコル 
16:50水汲み 
17:00テント設営 
 
 
 
 
 
 
 
 

09/24 晴れ 
03:30 起床 
05:00テント撤収 
05:30テン場発 
06:30 黒法師岳着 
07:51～07:58 等高尾根
分岐 テント干し 
09:57 登山口着 
10:30軽トラ便乗 
11:00林道ゲート着 
12:00水窪道の駅 
15:10自宅着 
 
 
 
 
 
 
 
 

  遠州の山 バイク&登山 
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06 年 09 月 24 日（日） 
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黒法師岳 
2067m 黒バラのコル 

丸盆岳・黒法師岳 

戸中川林道ゲート

左丸盆、右黒法師

9 

等高尾根 

登山口 900m

P

丸盆岳 
2066m 

水場

寸又峡温泉 

鎌崩 1800m 

500m

分岐 


